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分析心理学的見地からみた臨死体験
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要 約

臨死体験 に関する記述やモチーフは、古 くから洋の東西を問わず、文学作品や絵画などに散見され

る。 しか しオカル トの類 と関連づけられやす く、長い問、これらが研究の対象 となることはなかっ

た。キューブラー ・ロスが1975年 に出版 した 『死ぬ瞬聞』 は世界中でベス トセラーとなった。これ

以後、さまざまな臨死体験に関連する書籍が出版され、臨死体験を含む 「死」についてもオープンに

語 られるようになった。典型的な臨死体験の内容はほぼ共通 している。そのうちのある部分は、その

人の属する文化、宗教観などに影響を受ける。 しかしなが ら核 となる体験 においてはほぼ共通 した特

徴が認め られ、従って臨死体験は個人的な内容と、普遍的な内容 との二重構造になっているといえ

る。臨死体験後、体験者に起 こる変化も興味深い。臨死体験後には 「宗教的というよりスピリチュア

ルになる」「特定の宗教にとらわれなくな り、自分の内なる神を信 じるようになる」 などといった変

化が起 こることが報告 されてお り、これは体験者の文化や宗教の違いを問わない。分析心理学の創始

者であるC.GJungは 最 も有名な臨死体験者のうちの一人である。臨死体験 はその後の彼の人生に強

い影響を与えており、それが彼に人聞の本質についてのより深い洞察をもたらし、新しい世界観(die

Weltanschauung)を 与えたことが推察される。このように、臨死体験は分析心理学において極めて興

味深いテーマであり、論ずるべき内容を多 く含んでいる。分析心理学においては夢やイメージなどを

無意識からのマテリアルとして重要視するが、臨死体験も同様の見地から考察することが可能である

と考えられる。
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Abstract

Descriptionandmotifsofneardeathexperience(NDE)canbeseenancientliteraturesand

paintingsbutitwasnotanobjectofresearchforlongtime.Thisthemewasnevertalkedopenly

becauseeveryonewasafraidthattheywereregardedaspsychoticoroccultist"OnDeathand
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Dyin9'waspublishedbyK曲lerRothin197aThisbooktriggeredatendencythatNDEcanbe

discussedopenly.After"OnDeathandDying",alotofbooksaboutNDEwerepublishedand

researcheswerealsostartedfromvariousfield.

TherearealotofinterestingcontentsinNDESomeofthesecontentsdependoneachculture ,

raceandreligion.However,corecontentsarequitecommonamongthewholehumanbeing&So

NDEhasdualcontentspersonalanduniversaLltisalsointerestingwhatwillhappentopeopleafter

NDEGenerally,itisknownthatpeoplebecomemorespiritualratherthanreligious.Theycome

tofeelinnerGod,buttheyarenotprepossessedwithparticularreligionanymoreJunghadNDE

whenhewas69yearsol己Itistremendousdynamicexperienceanditchangedtherestofhislife

dramatically。Thatistosay,hegotdeeperinsightofessentialhumanbeingsandnewworldview.

ThusNDEincludesquiteimportantessenceforreligionandanalyticalpsychology.Although

NDEanddreamarediscriminated,itispossibletodiscussonthesamegroun乱Evenifpatternof

experienceisdifferent,bothofthemcomefromunconscious.

1.は じめに

臨死体験 とは事 故や病気 な どで死 にかかった人が生還後 に語 る一 連のイメー ジの ことを指

す。臨死体験 とは何 なのか については、 さまざまな学 問的立場か ら解釈 が試 み られてい るが、

いまだ結論 には至 っていない。 ひ とつ の学 問領域 のみか らこの現象 のすべ てを説 明す るのは

不可能 であ り、多面 的に理解す る必要が ある。

著者 は、2010年 よ りISAPZURICE(lnternationalschoolofanalyticalpsychologyZurich)

に留学 中 であ り、今 回分析 心理学 的 な観 点か ら臨死体 験 を理解 しようと試 みた。C.Gユ ン

グは分析 心理学の創始者で あるが、彼 自身が臨死体験 を持 った こ とが よ く知 られて いる。彼

自身の臨死体験お よび立花隆氏の著書 『臨死体験』 を参考 に、具体的 な臨床例 もあ げ、臨死

体験 の実際、その文化差お よび、体験後の死 生観の変化な どについて考察 した。

2.臨 死体験 の定義

一般 的 に共有 されて いる臨死体験 の意味 は上述 の通 りであるが、 同様 の体験 は臨床 的 に

重篤 でない状 況下 で も起 こ り得 る ことが知 られている。 このため、Internationalassociation

fornear-deathstudies(IANDS)に よる臨死 体験 の定義 は 「死 に瀕 した、 も しくは身体 的

または感情 的に危機 的な状況 にある人 に起 こ り得 る深遠 な心理学 的体 験」 とされている1)。

救急 医療 の進歩 に ともな って、以前 は助 か らなか った症例 が救 命 され うる ようになった。

その ため臨死体験の報告例 も増加 し、心停止 した患者が臨死体験 を体験す る率が高い こ とも

知 られ るよ うに なった2)。 これ によ り急 激 な脳血 流 の減少 が臨死体験 の一 因であ ろ うと推



人見佳枝:分 析心理学的見地からみた臨死体験 33

測 されているが、 これ以外 にセロ トニン、エ ンドルフィン、高炭酸血症、側頭葉てんかん、

低酸素血症なども原因であるとされている。 しか しそのうちのどれもこの現象をすべて説明

しうるものではない。

なお医学論文においては、臨死体験の定義は厳 しく限定 される。この場合は、完全な心機

能 もしくは呼吸機能の停止 と完全な意識消失下で体験 した内容だけが臨死体験 とされること

が多い2)3)。 また臨死体験の出現率は性別、結婚の有無、社会的地位、人種、臨死体験に

関する知識などと関連しないことも知 られている4)。 臨死体験を巡っては大 きく分けて二

つの主張がある。体験が幻覚であるとして器質的に説明しようとする立場 と、現実の体験だ

として、これをもって死後の世界の証明とするとする立場である。 しか し体験すべてをどち

らか1つ だけの立場か ら説明することはやはり不可能である。

3.ユ ングの臨死体験

ユ ングはその 自伝 の中で、 自身の臨死体験 につ いて述べて いる。1944年 、69歳 の時 にユ

ングは心筋梗塞 と足 の骨折のため に入院中であった。その折 、以下 のようなビジ ョンを見 る。

「私 は宇宙の高み に登 ってい る と思 っていた。 はるか下 には、青い光 の輝 くなか に地球 の

浮か んで いるのが みえ、 そこには紺碧 の海 と諸大 陸がみ えていた。脚下 はるかか なたにはセ

イロ ンが あ り、 はるか前方 はイ ン ド半 島で あった。私 の視野の なか に地球全体 は入 らなった

が、地球 の球形 は くっ きりと浮か び、その輪郭 は素晴 らしい青光 に照 らしだされて、銀色 の

光 に輝い ていた。地球 の大部分 は着色 され てお り、 ところ どころ燃銀 のような濃緑 の斑点 を

つ けてい た。(中 略)私 が岩 の入 り口に通 じる階段へ近づい た ときに、不思議 なこ とが起 こっ

た。つ ま り、私 はすべ てが脱落 してい くの を感 じた。私が 目標 とした もの のすべて、希望 し

た もの、思考 した もののすべ て、 また地上 に存在す るすべ ての ものが、走馬灯 の絵 のよ うに

私か ら消 え去 り、離脱 してい った。 この過程 は きわめ て苦痛であ った。 しか し、残 った もの

はい くらかはあった。それはかつ て、私が経験 し、行為 し、私の まわ りで起 こったすべ てで、

それ らのすべてが、 まるでい ま私 とともにあ るような実感であ った。それ らは私 とと もにあ

り、私がそれ らその もの だい えるか もしれ ない。 いいか えれ ば、私 とい う人問 はそ う したあ

らゆる出来事 か ら成 り立 ってい るとい うこ とを強 く感 じた。 これ こそが私 なのだ。 『私 は存

在 した ものの、成就 したものの束であ る。』 この経験 は私 にきわめて貧 しい思い をさせたが、

同時 に非常 に満 たされた感情 を も抱かせた。 もうこれ以上 に欲求す る もの はな にもなかった。

私 は客観的 に存在 し、生活 した ものであ った、 とい う形で存在 した。最初 は、 なにもか も剥

ぎとられ、奪われて しまった とい う消滅感が強か ったが、 しか し突然、それ はどうで もよい

と思 えた。 すべ ては過 ぎ去 り、過去 の もの とな った。かつ て在 った事柄 とはなんの関わ り

もなく、既成事実が残っていた。 なにが立ち去 り、取 り去 られて も惜 しくはなかった。逆 に、

私 は私であ るすべて を所有 し、私 はそれ ら以外の なにもので もなかった。」5)
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この ビジ ョンの 中にユ ングの主治医が 「原初 的な姿で」現れ、ユ ングは引 き返 さなければ

な らな くな り、生還す る。ユ ングは落胆 し、主治医 に怒 りす ら感 じる(そ の後 ま もな くこの

医 師は亡 くな り、ユ ングは彼が ビジ ョンの 中で 「原初的 な姿」 であ ったこ とと彼の死 とを関

連づ けてい る)。 そ の後 しば ら く、ユ ングは落胆 して 日々を過 ごしてい たが、夜 に なると崇

高 なビジ ョンが現れ、幸福感 に満 たされ る。 これは数週 問にわ た り、その後ユ ングは人生 に

つ いて の深い洞察 に至 る。それ は以下の ように表現 されてい る。

「また もう一つ、病気 に よって私 に明 らか になった こ とが あった。それ を公式 的 に表現す

る と、事物 を在 るが ま まに肯 定す る といえ よう。 つ ま り、主観 に よって さか らうことな く、

在 る もの を無条件 に 『そ の通 り(イ エス)』 とい えるこ とであ る。実在す る ものの諸条件 を、

私の見 たままに、私がそれ を理解 した ように受 けいれ る。そ して私 自身の本質 も、私が たま

た まそ うであ るよ うに、受 け とめ る(中 略)。 病 後 には じめ て、私 は 自分の運命 を肯 定す る

こ とが いか に大切か わかった。 この ように して私 は、 どんなに不可解 な こ とが起 こって も、

それ を拒 む ことの ない 自我 を鍛 えた。つ ま りそれ は真実 に耐え る自我 であ って、それ は世界

や運命 と比べて も遜色が ない。か くして敗北 も勝利 と体験 する。」5)

これ らの ビジ ョンについてユ ングは以下の ように述べ ている。

「この夢 や、幻像 の中で私の経験 した客観性 は、完成 してい く個性化 の一部 をな してい る。

この個性 化は価 値判断 とか、感情 的結合 と呼ばれてい るものか らの離 脱 を意味 している。感

情的結合 は人間 にとって、一般的 には きわめて重 要なのだが、 しか し投射 を含 んでいて、 自

分 自身や客観性 に到達す るために は、 この投射 を捨 て去 るこ とが必要 であ る。(中 略)客 観

的認識 によっては じめて現 実的な合 一が可能である。」

個性化(individuation)と は分析心理学 の用 語であ り、一般的 な集合的存在か ら分化 して

自分 自身 となる過程 の ことをい う。 ただ し個 人 と集合 的な存在 との関係 は続 き、敵対 するの

ではない6)。 この個性化 は超越機能(transcendentfunction)と 密接 な関係がある とされ る。

これは対立す るもの同士が、夢 やイメージな ど、無意識か らもた らされる象徴(symbol)を

通 して結合す るはた らきを指 す。 この象徴(symbol)が 意識 に適切 に理 解 される と、深 い

感動 が もた らされ、新 しい適応 や態度 が得 られる とされる7)。 事 実、 この体 験 はユ ングに

とって大 きな転機 とな る。彼の主要 な著作 の ほ とん どが、 これ以後1961年 に亡 くなるまで

に書かれ ているこ とがそ れを裏付 けている。

4-1.臨 死体験の内容 二重身との関連

IANDSに よる臨死体験の主な内容は以下のとお りである。これらはいわゆる 「コア体験」

と呼ばれ、報告された臨死体験のほぼすべてに共通するとされる1)。

1)深 い感動(た いていは平和、幸福、愛について感 じる)

2)自 分の体を見下ろしているという知覚(い わゆる体外離脱)。 しば しば(自 身が)蘇 生
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されているのを見た り、瞬時に他の場所に移動できた りする。

3)暗 闇をすばや く通 り抜けて、言葉に表しがたい光へ と向かう。

4)ス ピリチュアルな世界のような景色の中で、どこか他のところにいるという感覚

5)信 じられないほど素早い、シャープな思考や観察

6)亡 くなった愛する人たち、聖なる存在(神 、キリス ト、聖人)、 よく分からない存在 と

出会い、心の中で会話ができる。

7)人 生回顧、行動の追体験 とそれが他者の気持ちに与えた影響を感 じる。

8)い くつかのケースにおいて、人生や宇宙のあ りのままに関するあふれるほどの知識

9)し ばしば自身の体に戻る決断

2)の 体外離脱はもう一人の自分を見るという意味において、自己像幻視(Doppelganger)

と類似の体験であるといえる。 自己像幻視は二重身とも呼ばれ、 もう片方の自分には意識が

ないもの、双方に意識があるもの、姿は見えないがその存在を感 じる(実 体的意識性)も の

までその範囲は幅広い。これはてんかんをはじめとする器質的疾患、種々の精神疾患、そし

て正常人にもおこることが知 られている。石福はこれについて、因果論的に説明づけられる

ものではなく、二重身の起こる状況がただその人に布置されているのだということを指摘 し

ている8)。

二重身は世界中の民聞伝承、小説などに認め られ、その体験者は近いうちに死ぬ という考

えは、日本でもヨーロッパでも共通 している。河合は一般に稀とされる二重身の夢が、 日本

人に比較的多 く見 られることを述べた上で、二重身の夢が自我像の急激な改変の予想に関係

していること、死が急激な変化の象徴的表現であることを指摘 している9)。 臨死体験 は文

字通 り死にかける体験であ り、その人の身体的、あるいは精神的クライシスにおいて起こる

現象である。従ってこの際に、二重身類似の体験 を伴うことは河合の考えと矛盾 しない。

4-2.臨 死体験の内容 日本人と欧米諸国との違い

臨死体験の基本的な内容は同 じでも、そこに何 を、どのように見るかには、それぞれの民

族の文化や宗教観が色濃 く反映される。例 えば3)の 体験は欧米においてもっとも重要と見

なされる体験である。この光は聖なる光であ り、しばしば神、キリス ト教、愛などと同一視

される10)。これについて立花は、聖書の 「神 は光である」とい う表現に代表 される、キリ

ス ト教文化の影響を指摘 している10)。 日本人も超 自然的な光の体験 はするが、頻度は欧米

ほど高くなく、 また、光はあくまでも光であって、その光が神や愛などと同一視 されること

は少ない10)。

6)に ついても、欧米では高率に神やキリス トと出会い、それらとテレパシーのように会

話するという報告が多いのに対 して、 日本人は亡 くなった人には会うが、神や仏に会 うこと
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は少ない。 またそのような存在 と出会ったとして も、会話 をすることはあま りない10)。立

花は中世の日本の臨死体験において頻回に登場する閻魔 さまが、現代の日本人の臨死体験に

おいてはほとんど体験 されなくなっていることを指摘 し、その内容が当時の仏教説話や地獄

絵巻などの内容 と合致 していることから、臨死体験がその時代の社会に共有 されている死後

の世界のイメージに大 きく影響 されるのではないかと推察 している。

しか し、時代が変わってもさほど変わらない内容 もある。例えば4)に おいて、欧米 と比

較 して、日本人は高率に三途の川 とお花畑を体験するという10)。日本人の体験者の3割 近

い人が三途の川に出会い、それは大抵、あの世 とこの世 との境界を示す。そ して何 らかの理

由でこの川を渡 らずに生還する。 しか し欧米の場合、この境界は門、柵、壁などによって示

されるという10)。立花は現在の日本人のほとんどは、閻魔さまも三途の川ももはや信 じて

いないにも関わ らず、前者のイメージが消えたのに対 して後者は今も残っていることについ

て 「社会に共有 されている死後のイメージが反映 されているというだけでは説明できない」

としている10)。

分析心理学を用いて、この理由について説明できるかもしれない。その前にユングによる

無意識の概念について知る必要がある。ユ ングは無意識を、個人的な体験の中で抑圧 された

り忘れ去 られた りしたものからなる個人的無意識 と、個人的体験 とは別に人類に元来備わっ

た普遍的、神話的な集合的無意識か らなるとした11)。さらにこれは多層的な構造 をなして

お り、個人的内容から遠ざかるほど、普遍的な内容に近づいてい く。そのなかにはもちろん、

日本人に共通する無意識の層 も存在する。

また心は球 と対照することがで きる。それは意識 と無意識か らなり、意識の中心は自我 と

呼ばれる。球全体の中心に当たる部分は自己(Self)と 呼ばれ、それは中心であ り、かつ全

体であると考えられている12)。自己は人の最 も充実 した潜在力 と統一 された人格の元型的

イメージ(人 類に共通の普遍的なイメージ)で あ り、夢、神話、お とぎ話などにおいては

通常、王、英雄、予言者、聖人などの姿で、もしくは円、正方形、十字架などの形で表され

る12)13)。

自己の象徴 は、常 に神秘 的 で謎 め いてお り、深 い感 動 を もた らす(ヌ ミノース

numinosum)14)。 そして自我 と自己との関係は動 くものと動かす ものとの関係に例えられる。

自我の態度が一面的になっているとき、 自己は夢やファンタジーなどを通 して、 自我にそれ

を伝 える。それ らは自我によって読み解かれて適切に理解 され、一面的な態度に均衡が も

たらされる必要があ り(補 償compensation)、 従って自我 と自己は協力 し合う関係にある。

これは前述の超越機能に相当する15)。

これ らを元に、 日本人の臨死体験の内容について考えてみたい。光、お花畑、三途の川 と

はすべて自然の風景のイメージである。閻魔さまが忘れ られてこれらが残っているというこ

とは、これら自然のイメージが日本人が共有する無意識の層に属するものであるからに他な
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らない。西洋において神やキリス トが自己=全 体性の象徴であるとするなら、 日本において

それに対応するものは自然の風景だと言える。

これを裏付けるものとして昔話を例にあげたい。昔話は全人類にとって共通 と言ってよい

ほどの普遍性 と、その属する文化 に特徴的と思われる側面をあわせ持っている16)。例えば

「うぐいすの里」に代表 される 「見るなの座敷」のモチーフは、全世界の昔話において認め

られるが、そのなかに何があるかは文化差が顕著に表れる。西洋の類話においては女の死体

(青ひげ)や 、三位一体の像(マ リアの子 ども)の ように、人聞の形をとるものが圧倒的に

多い。これに対 して、 日本の昔話では 「梅にうぐいす」や 「稲の成長段階」など、自然の美

をあらわすものがほとんである16)。

著者は現在ヨーロッパ在住だが、 どの都市においても教会を始めとする伝統的な建造物に

は、人をかたどった彫像が所狭 しと配置されていることに驚かされ、 しばしば違和感す ら感

じる。これは全体性のシンボルが人の形で表現 されやすいという西洋の特徴を示 している。

立花は現在のインド人の臨死体験のほとんどに閻魔の起源である、ヤムラージという神が現

れることを指摘 している17)。閻魔は仏教的世界観とともに日本人に一時受け入れられたが、

その後数百年の間に忘れられたのである。従って、自然の美を持って全体性の象徴とするの

は、仏教が伝来する以前の神道的世界観に基づ くものであ り、日本人に固有の特徴ではない

かと考えられる。

4-3.未 開部族 の臨死体験

立花は さらに、未開部族の臨死体験 が先進国の もの との共通性 に乏 し く、いわゆ るコア体

験 もほ とん ど認め られない ことか ら、死 の概 念の違い によって臨死体験 の内容 も変化す るこ

とを指摘 し、願望充足 的な内容 も認め られ ることなどか ら夢 の一種 で はないか とす る説 など

を紹 介 している17)。

中沢は未 開人の住 む世界を、人間 と動物 、個人 と全体 、支配 と被支配、死 と生の聞 に差異

のない対称性 の思 考に彩 られた世界 として、現 在の国家や一神教 に象徴 される非対称 的な世

界 と区別 した18)。 恐 ら くいわゆ る臨死体験 とは非対称性 の社 会 に共通 して観察 される現 象、

すなわち国家 が成立 し、死が生 と峻 別 される ようになって以後に、普遍 的な体験 として まと

ま りを もちは じめる ものではないか。

夢 の機能 を願望 充足 とするのは フロイ トに よって提 唱 された理論 であるが、ユ ングの夢 に

対 す る考 え はこれ と異 なって いる。 ユ ングは夢 の主 な機能 を補償(compensation)と 目的

追求性(finality)と し、「自発 的でない表現で あ り、無 意識の心の プロセスであ る」 と考 え

た19)。 夢 と臨死体験 は同一の もの とは言 い難いが、無意識 のマ テ リアル とい う意味 にお い

てはその源泉 は同 じであ り、補償や 目的追求性 とい う観 点か ら論 じるこ とが可能で ある し、

そ うす るこ とでよ りその意味が はっ きりす るのではないか と思 われる。
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補償という観点か ら臨死体験を考えた場合、なぜほぼすべての人たちが表現はことなるに

せよ、神や美 しい自然の風景といった、いわゆる全体性=自 己の象徴というもの と遭遇する

のかという疑問に対する答えが得られる。フォン ・フランツは 「実際の個性化の過程、自分

の内的な中心(心 の核)す なわち自己との意識による対話は、一般に人格が傷つけられ、そ

れに伴 う苦悩 によってはじまる」としている20)。つまり、自己が超越機能に向けて働 きは

じめるのは、まさにその人にとっての危機的状況においてなのである。死はすべての生物に

とって危機の最たるものといえるだろう。

5、 臨死体験と児童虐待

従って分析心理学的に考えると、臨死体験 とはその人の最大の危機 において全体性=自 己

の働 きが活性化 され、自我がそれと接触 し、その結果、 ドラスティックな価値観の変化と強

い感動体験がもたらされるものだと考えることができる。そうすると、臨死体験の有無と児

童虐待を受けた体験に相関が認められるという説にも、ある程度の説明が可能となる21)。

臨死体験の有無 と児童虐待 との相関は主に、解離症状 との関連で説明が試みられることが

多い。すなわち臨死体験は一種の解離症状であ り、児童虐待の被害者は解離症状 またはその

傾向を有することが多い。そのためにこの人たちが臨死体験をしやすい傾向にあるのではな

いか という仮説である。 しかし、解離症状 とはその人にとって受け入れがたい現実を、いわ

ば人格の発達を犠牲にして断片化 し、追い払ってしまうことで、こころを守ろうとする絶望

的な努力であり、全体性 との接触による均衡の回復 とは正反対のはたらきである。従ってこ

れらを同じもの として論ずるには無理がある。

分析心理学において自我と自己とをつなぐものは自我一自己軸(ego-selfaxis)と 呼ば

れる。 このつなが りがあるか らこそ、人は無意識 とコンタク トすることがで きる。そ して

しっか りした自我一自己軸ができるには、質のよい母子関係が不可欠 とされる22)。すなわち、

幼少期に適切に養育されなかった場合、自我一自己軸はいびつな形にとどまる。具体的には

自分の感情とうまくつながることが出来ず、象徴的な理解が困難であ り、内省が出来ず、自

分とも周囲ともうまくやっていけないなどの問題を抱えることになる23)。

このような困難を抱えて生きてきた人たちにとって、臨死体験、すなわち自己=全 体性 と

のつなが りを回復させるという体験が、如何に唯一無二の治癒効果を持つものか、容易に想

像が付 く。もちろん臨死体験はほとんどすべての人々にとって、人生の転換点となりうる体

験であるが、なかでもそれまで無意識とのコンタクトが極めて困難だった人々にとっては、

よりドラスティックな体験であろう。これは仮説であるが、虐待の被害者が臨死体験 をしや

すいというよりは、彼 らの中に臨死体験 によって生き方が180度 変わ り、それについて積極

的に情報 を発信 し、発言するようになる人が多いのではないか。
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6.臨 死体験後の変化

立花は臨死体験後の宗教意識の変化についての調査結果を紹介 している。それによると
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自分は宗教的 というよりはスピリチュアル(霊 的、精神的)だ とみなす。

内的に神を身近な存在として感 じる。

礼拝などといった既成の宗教の形式的側面に重きをおかなくなる。

宗教的信仰などとは無関係に死後の生があることを確信するようになる。

輪廻転生という考えにも偏見をもたないようになる。また、東洋の宗教に対 して全般的

にシンパシーを感 じるようになる。

6.全 ての宗教がその基盤 をなす本質部分で は一致 してい ると考え るようになる。

7.全 人類 を包む ような普遍 的宗教 の確 立 を願 うようになる。

な どが主な特徴 としてあげ られる とい う24)。

臨死体験 の後、死 ぬ こ とが怖 くな くなった、 とい うの も体験 者 にほぼ共通 した感想 であ

る25)。 しか し、だか ら早 い死 を願 うとい うことで はな く、与 え られた残 りの生 を精一杯 生

きようとい う気持 ちになるのだ とい う。ユ ングは 「宗教 は疑 いの余地 な く、最 も早 期で最 も

普 遍的 な人問の心 の表現 の ひ とつ であ る」 と述べ ている25)。 すべ ての信条 は本来、一方 で

はヌ ミノース体験 に基づ くものであ り、他 方ではヌ ミノース性 の体験 とそれに続 いて起 こる

意 識の変化 にお ける信頼 、忠 誠 な どに基づ くもので ある とも述べ ている26)。 従 って上記 の

態度 とは、宗教が長 い年 月を経 て現在 の ように複雑多岐 に分化す る以前 に、すべ ての人問が

本来持 っていた、根源 的で素朴 な宗教心 に他 な らない。

さらに立花 は臨死体験 後 に超 能力 を有す る ようになった、UFO(未 確 認飛行物体)と コ

ンタク トで きる ようになった とい う意見 も紹介 して いる24)。 これ は、 臨死体験 が現 実の体

験である と主張す る人 々にとって も、その真偽 について意見がわかれる ところの ようである。

その真偽 はともか く、臨死体験後、主観的 にUFO体 験 をする ようになったこ とにつ いては、

分析心理学的 に説明が可能であ ると思 われ る。

「空飛ぶ円盤」 はユ ング最後 の著作であるが、その中で彼 は、その形状が円形であるこ とが

多 く、 しば しば光輝 につつ まれてい るこ とな どと神 、マ ンダラとの関連 を指摘 している27)。

さらにそれが対立す るもの を結合 し、全体性 を回復す るいわゆ る自己の シンボ ルであ ること

と、第二次世 界大戦後 の東 西冷戦 を背景 に、UFOに 関す る報告が増加 してい るこ とを関連

付 けて、UFOが 現代の神話 にお ける神 であ り自己=全 体性 の シ ンボルであ る と結論づ けて

い る27)。 その ように考 える と、UFO体 験 とい うのは、実世界 におけ る自己=全 体性 との濯

遁 とも考え られ、臨死体験 後、そ ういった体験 を抵抗 な く受け入れる ようにな った とい うこ

となのか もしれない。

ユ ングはその著書 「タイプ論 」において、人の性格 において外 向、内向 とい う二つの心理

的態 度が認 め られる ことを指摘 した。 こころのエ ネルギーが外界 の事象 に向か う傾 向 を外 向
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的と言い、内界に向かう傾向を内向的 という28)。UFOの 体験 というのは自己=全 体性の象

徴 を外界に見ることであり、外向的な態度に属する。UFO体 験が外向的な傾向をもつもの

が多いと言われるアメリカにおいて多 く報告 され、内向的なものが多いとされる本邦 におい

て少ないのは、 このことを反映しているのかも知れない。

しかし、このような超 自然的な体験は、自我のあ り方如何によっては、自我肥大 に至る危

険性をはらんでいる。すでに述べたように、 自我はあくまでも意識の中心であ り、自己は無

意識 も含んだすべての中心であり、従って両者はまったく別のものである。 しかし、 自我肥

大 した状態においては両者が しばしば混同される。例えば、誇大妄想は自我 と自己とが同一

視された もっとも顕著な状態である。立花は臨死体験者の中に、体験後、すべての超 自然的

な体験 を現実のものとして受け入れるようになる人がいることを指摘 している29)。これ ら

をすべて現実のものとして受け入れて しまう態度 も、科学的に説明が出来ない という理由か

ら一蹴 して しまう態度 も、 どちらも適切ではない。大切なのはそれを相対化 し、その存在の

意味について考えることである。

7.症 例

次に坂 田の症例 と、著者の経験 した症例について呈示する30)。後者はコア体験に乏しく、

いわゆる典型的な臨死体験ではないが、その意味について考える上で有用であると考えられ

る。なお、症例の詳細については考察に差 し障 りのない範囲で変更 している。

症例(1)50歳 代 女性

既往歴、家族歴に特記すべ きことなし。他院外来でチアノーゼが出現 し、心停止、呼吸停

止の状態 となったため、近畿大学医学部附属病院救命救急セ ンター(以 下センター)に 搬送

された。救急蘇生により心拍が再開 し、入室約1ヶ 月目に意識状態が回復 し、以下の内容を

述べた。

「頭が痛いと思った瞬間、何 もわか らなくなった。どこかに来ているようだった。前のほ

うに薄明か りがあって花畑が見えた。なんともいえない、いい心地のする色だった。音が聞

こえて幸せ気分だった。何かで気がつ くと病院だった。みんな私を引っ張って くれていた。」

本人はこの経験 を振 り返って、「これから先 も頑張って、自分を見つめなが らみんなと幸

せに生 きていく」 と述べた。約2ヶ 月後に自宅退院となった。

症例(2)60歳 代 女 性

既往歴、家族歴 に特記すべ きこ とな し。夫 と二 人暮 らしで あるが、長年 の聞、讃 いが絶 え

なか った。夫 と口論後、農薬 を服毒 して自殺企 図。 その後帰宅 した夫 に発見 され、 セ ンター

に搬 送 された。来 院時 意識 レベ ル はJCS皿 一300、 心 停 止、呼 吸停 止 はな し。ICU入 室後、
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約1週 問 を経て意識が回復 し、ベ ッ ドサ イ ドで次の ように語 った。

「先生 は きっ と信 じない と思 うけれ ど、 わた し飛んで家 に帰 ってい ま した。 自由に空が飛

べたんです。そ した ら家 に新 しい部屋 が1つ 増 えてて、わた し今 までそん な部屋があ るって

知 りませ んで した。新 しくで きたのか も しれ ませ ん。(中 略)も う大 丈夫です。主 人 とは今

までいろいろあ りましたけ ど、 この ことで もう大丈夫な気 がするんです。頭がおか し くなっ

た とかそ うい うので はないんです。何 か うま く言え ませんけ ど、 もう大丈夫です。」

ICU退 室 後、精神 科病棟 に しば ら く入院 して様子 を見たが、 この体験 につ いて ははっ き

りと覚 えてお り、内容について も変化 はなかった。増 えた とい う部屋 について家族に しば し

ば確認 して、その ような事実 はない と何 度 も説明 され、納得 したが 「それで も見たのだ」 と

い う主張 は変 わ らなかった。顕著 な精神症状 はな く、本人の強い希望 もあって、数週間後 に

自宅退 院 となった。

8.考 察

症例1に はコア体験が多 く認 め られる。美 しいお花畑 も現 れ、 いわゆる 日本 人の典型 的な

臨死体験 に近 い。体験 を振 り返 って、残 された生 を精一杯頑張 って生 きていこ うとす る姿勢

も同様で ある。

症例(2)に お いては、体外離脱や瞬 問移動 と考 え られ る体験が認 め られる。注 目すべ き

は 「自宅 の部屋が増 えている」 という内容 であろう。象徴 としての家 は、世界の 中心 であ り、

人体であ り、 こころの さまざまな状態、保護す る もの、女性性 などの シ ンボルとされ る。そ

して部屋か ら部屋へ、あ るい は階上、階下への移動 はこころの成長の停滞あ るいは発展、退

行 あるい は進歩、精神性 或 いは物 質性 といった状態 を表す31)。 家 をこころの シ ンボルだ と

考 えた場合、部屋が増 えた とい うことは恐 ら く、新 しい適応、新 しい態度、守 られ る場所 な

どを象徴す るので はないだろ うか。

人聞はその人生の転換 期 において象徴 的 な死 を体験 しなけれ ばな らない。それが実際の死

と混同 されるほ どに追い詰め られた場合 、 自ら命 を絶つ行為 に至る。従って心理療法 におい

て は、如何 に患者 を企図 に至 らせず に、象徴 的 な死 を体験 させ るか とい うこ とが重要事項

にな る31)。 しか し症例2の ように、 自殺企 図か ら生 還する ことによってカ タル シスを得て、

残 りの生 を生 きてい く決意をする者 もある。 自殺 は予防で きる ことが もっ とも望 ましいのは

もちろんだが、企図に よってそれ までの膠着状態 が打 開 され、事態 が進展す るケース も数多

くある。「部屋数 の増 えた家」 はま さし く、患者 に とっての 自己=全 体性 の象徴で あ り、そ

れに よってカ タル シスを得 た ことは聞違 いない。

9.ま とめ

これらのことか ら分析心理学的観点か ら臨死体験について以下のような結論が導 き出され
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る。

1.臨 死体験 とは人問が最もドラマティックな形で無意識、 とくに自己=全 体性 と遭遇する

体験であるといえる。それは死 という生物 にとって最 も危機的な状況下で、超越機能が

作動することによって起 こる。

2.臨 死体験 にはさまざまな内容が含 まれるが、核をなす部分には普遍的な同一性が認めら

れる。典型的な日本人の臨死体験に美しい自然の風景が多 く見 られるのは、それが我々

の共有する無意識にある自己=全 体性の象徴だからである。

3.未 開部族 と現代人との臨死体験に差が見 られるのは、恐 らく死の概念の違いによる。現

代人の臨死体験はおそらく、死が生 と峻別されるようになって以後に、普遍的な体験 と

してまとまりをもち始めたものと考えられる。

4.臨 死体験後に一般 に起 こる内的な変化は、ヌミノースな体験をつ うじて、人聞本来の根

源的で素朴な宗教心に立ち戻ったと理解することが出来る。一方、臨死体験後の超能力

の獲得やUFOと の接触などは、神なる者を外部に見ているという意味において、その

人の外向的な心理的態度と関連がある。

10.お わ りに

臨死体験について分析心理学的な見地から考察 した。夢 もさまざまなイメージも、すべて

無意識から送 られてくるものであり、臨死体験 も例外ではない。従って臨死体験はす ぐれて

心理学的な事象であ り、事実か事実でないかということだけでなく、その心理学的な意味に

ついて考察することが大切ではないかと考えられる。
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